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子どもの権利集約
ネ ッ トワ ー ク

子どもの権利条約ネッ トワークでは、条約の実現を目指す市民、N G O の意見・経験交流の場として、毎年 「子どもの権利条約

フォーラム」を呼びかけてきました。今年は長野県諏訪で開催されます （本誌参照）。多くの方のご参加をお願いするしだいです。

また、昨年開催 した熊本では、大変残念なことに昨年開催したフォーラムの成果をまったく無視 した「子ども輝き条例案」なるも

のが県から提示されて、関係者を戸惑わせています。その最新情報をここに掲載いた します。（編集部）

“寝耳に水”の県条例案に緊急アピール

熊本県はこの 9 月の県議会で「子ども輝き条例」を制定 しようと

しています。これは今年2 月の県議会で知事が制定の方針を示 した

ことか ら突然浮上 した詣で、早くも 6 月に条例案が示されパブリッ

クコメン トが実施されま した。わた したちがそのことを知 ったのは

7 月で、あわてて条例案を確認 しましたが、「すべての子どもがいつ

も生き生きと輝く熊本の実現を目指す」ものだそうで、子どもを保

護、指導の対象として しかとらえていない説教訓示的な内容に驚き

ました。県内で子どもに関する活動に取り組んでいるいくつもの団

体に問い合わせましたが、どこも 「寝耳に水」 といってお り、子ど

もの問題に地道に関わ ってきた市民N P O を無視 し、短期間に県主導

で条例制定が強行されようとしています。

わた しがこのような条例制定の動きに戸惑 いと怒 りを覚えるの

は、昨年 1 1月、「子どもの権利条約フォーラム 2 0 0 6 in くまもと」

を開催してわずか半年足らずの出来事だからです。フォーラム開催

の目的のなかには行政とのパー トナーシップの推進がうたわれ、県

少子化対策課の理解と協力も得たはずで したが、この条例制定に向

けての県の姿勢はパー トナーシップどころか、強引の一言に尽きます。

砂 川 真 澄 （N P O くまもと子どもの人権テーブル）

「輝き条例」 という名称からして、おとなの描く理想的子ども像

を子どもに一方的に押 しつける内容であることが想像できますが、

実際、熊本県が作成 している「条例の役割・位置づけおよび関連計

画との関係」 とい う文書には、「児童に閲し守 られるべきこと」 と

して 「児童の権利宣言」（国連）「児童憲章」（国内）と書かれてお

り、子どもの権利条約の存在が県の担当者に認知されていなか った

ことが うかがえます。いったい何のためのフォーラム開催だったの

でしょうか。

急遽この条例案に疑問をもっている人たちで集まり、緊急アピー

ルを出す ことにしま したが、緊急アピールの賛同者を募るなかで、

わたしは偶弁天、似たような子 ども条例制定の準備を進めている県が

あることを知りま した。これは偶然でしょうか。今後、次世代育成

支援や青少年健全育成色の強い、子どもの人権 という視点が欠落 し

た子 ども条例が全国各地に次々と生まれることになりはしないかと

気にな ります。熊本県のような事態を避けるために、ぜひ、それぞ

れの地域で、子ども条例制定に向けてこつそ りと作業が進められて

いないかどうかを確かめいただきたいと思います。
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熊本県の条例づくりのこれまでの経緯と対応

私たち 「F子ども輝き条例J 案の見直 しを求める会」は、条例案

には内容とプロセスに重大な問題があると考え、見直 しを求めてき

ました。それにも関わらず9 月 1 1 日に条例案は県議会に上程されま

した。私たちはこのことに大きな憤りを感 じています。

本年（2 0 0 7 年）2 月県議会で、潮谷義子知事が「共有できる理

念としての条例の制定を検討する」と答弁 したことから条例案づく

りが始ま りま した。知事の指示の下、9 月定例県議会に提案するこ

とを目指 して急 ピッチで作業が進め られたのです。その経緯は次の

通りです。

5 月 2 3 日

5 月 2 6 日

6 月 5 日

6 月 2 9 日

8 月 1 4 日

8 月 1 8 日

8 月 2 4 日

8 月 3 0 日

9 月 3 日

9 月 1 1 日

（ 県）外部有識者からの意見‡瞭取（第 1 回）

（ 県）子ども会議の開催 （子どもか らの意見聴取）

（ 県）外部有識者からの意見聴取（第2 回）

（ 県）庁内検討・条例案作成

（ 県 ）パ ブ リックコ メン ト実施 （7 月 3 0 日 まで）

緊急検討会（第1 回）

緊急検討会 （第2 回）ア ピール文案決定／賛同者の呼

びかけを始める

少子対策課と話し合い （知事面談申入れ）

知事面談 しないと回答

健康福祉部長 と面談。ア ピール文 （賛同者 1 5 4 人）

を手渡 し9 月議会提案再考を要請。

条例案県議会上程

私たちが条例案の内容を矢口ったのは 7 月中旬以降で した。子ども

に関わるほとんどの人が知 らないままに条例案が作 られ、パブコメ

にかけ られたのです。その結果、パブコメは 1 0 件 しかあ りません

堀 正 嗣 （熊本学園大学）

でした。また条例案をつくる前に2 回の外部有識者からの意見聴取

を行っていますが、県が子育て中の親などに緊急に集まっても らい

自由に意見を出してもらったもので研究者も子 どもの権利について

活動 しているN P O も入っていません。また子ども会議も作文コンク

ールで入選 した子 どもたちを集めて意見を聞くというもので した。

実質は担当課が中心になって、県庁内で条例案が作 られたのです。

その内容を知って私たちが驚いたのは、子どもの権利条約が欠落

していることで した。パブコメ時の資料では子 どもの権利宣言と児

童憲章を下に条例を作 ったされていました。そのため、条例案では

子どもを権利行使主体 ととらえる発想は全 くありません。それどこ

ろか、第 5 条 （子どもに教え伝えていくこと）に、他人に感謝する

ことや社会の規律を守ること、文化や伝統を大切にすること、働 く

ことの専さを知ること等が列挙されている ことに象徴的なように、

おとなの 「望ま しい人間像」に子どもを当てはめていくことを「子

ども輝き」 と称 している内容にな っています。子どもの権利宣言の

「 権利享有主体 としての子ども」という子ども観にす ら到達 してい

ません。子どもの権利の視点のない、少子化対策や健全育成の条例

であると言わざるを得ません。

9 月議 会に間に合わせることを至上命令 にしたことに根本の問是喜

があ ります。来年の選挙を意識 しての ことではないかという意見も

あります。 そ うだ と した ら悲 しい こ とです 。

私たちは議会の傍聴や陳情など、条例見直 しに向けて動きを続け

ていきます。そ して、議会終了後も、県の子ども施策に提言 し、県

内に情報を発信できるネ ットワーク活動を継続 していこうと考えて

います。

子どもが「輝き」とは何かを問い直す

一 子 どもの意見 を求める会合 に参加 して

「大人はもっと私たちの話を聞いてください ！大人は誰も話を聞

いてくれなかったのです ！」

これは、先 日熊本学園大学で行われた熊本県子ども輝き条例策定

のために行われた “子どもの意見を求める会合■’にて、子どもの人

権について国際的に活躍 している、ある学生の意見である。つい最

近まで高校生であ つた彼女は、海外に留学 した経験を生か し、子ど

もの人権に関する様々なイベン トを企画・実行 し、成功させてきた。

そんな彼女があるイベ ン トを企画 したときに関係する大人たちに協

力を求めたところ、「子どもは勉強 してればよい」「も つと子どもら

しいことを してなさい」などと言われた体験を悔 しそ うに話 してい

た。

川崎市をはじめとして子どもの権利条例が次々と作 られていく今

日、熊本県でも r子ども輝き条例』というものを策定するという話

醒
いた時は「保守的な熊本でも子どもの権利 を考えるようにな つ

子どもの権利条約 第 89 号・ 2 007 年 9 月 15 日号

山 田 裕 一 （熊本学園大学大学院）

たのか」と素直に喜んだ。 しかも県庁の職員が子どもや若者の意見

を聞きたいということで大学にや って くるという。やはり行政が一

方的にi改策を決めるのではな く、当事者の意見を聞く姿勢に当初は

好感を持 った。 しか し、条例案と職員の話を聴いていくうちに非常

に違和感を覚えた。条文を一つ一つ貝な がら、県担当者の話を聞い

てみると「子どもとはこうあるべきだ」という理想像に、いかに当

てはめるかという観点に偏 って しまっている。

条例案は 「子どもが生き生きと輝けるような環境を作ってい くた

めに周囲の大人の意識を高める」 ということを目的にしている らし

い。しか し、大人が望ましいと考える線路から脱線させまいとする

匂いがするこの条例が通れば、夢や希望などに裏打ちされた「生き

る力」を削がれて しまった子どもが生産されて しまうのではないだ

ろうか 。

r子ども輝き条例 j は、子どもを外力＼ら照 らして大人の都合のよ



いように輝かせようとしているに過ぎない。真に子 どもが輝 くとは、

子どもの主体性を高め、内なる光を蓄えるための 「力」 を育むこと

つまり「エンパワーメン ト」の視点が必要なのである。大人は子ど

もの本来持っている力を信 じ、それをサポー トしていくことこそが

現代の大人に最も必要な意識であ り、同時に最も欠けているもので

あると考えている。熊本県は条例を通す前に「子どもが輝く」と言

う時、輝く主体 は誰であり、輝 くとはどういうことなのかを今一度

皆で考えなければならないのではないだろうか。

「 熊本県子 ども輝き条例」の制定に関する緊急アピール

熊本県は、「県民ぐるみで子どもの育ちを支える」ためと して「子ども輝き条例」の利恵をめざし二現缶 ・9 月義会での提案に向けた準備

を急いでいます。虐待・体罰・不登校（登校拒否を含む）・いじめなど、子どものいのちと人権の危機が深まるなか、子どもの立場にたった

社会的な支援と取り組みが求め られており、その一環としての自治体における「子ども条例」づくりも全国的にひろがってきま した。

かねてより、子どもが社会の主人公として重かに育つことを願って多方面で活動してきた私たちにとっても、こうした施策には無関心では

いられません。ところが、県主導のこのたびの条例づくりの動きを知 ったのはごく最近のことです。そして、号の原案に接した私たちの期待

は、大きな驚きと失望に変わりました。何人かは個人としてパブリック・ コメン トを寄せましたが、とても修正案というレベルで解消セきる

ような性質の問題ではありません。

急きょ、有志が集まり検討 した結果、以下のような問題点が共通認識として浮かび上がりました。

まず第一に、「子どもの権利条約」（児童の権利に関する条約）の理念がまったくといっていいほど条例に反映していないことです。もとよ

り、県が「条例の役割・位置づけ」にあげる「児童の権利宣言」（国連、19 5 9 年）と「児童憲章」（日本、 19 5 1年）も大事には違いありま

せん。しかし子どもに関する条例を制定する際には、日本国憲法と並んで子ども関係の どの法律・条例よりも優先的地位を有 し、日本が

1 9 9 4 年に批准した国際条約である「子どもの権利条約」が何よりもふまえられなくてはなりません。潮谷知事も、さまざまな子ども問題に

当たって、この条約にはつとに言及してこられました。

その条約がすっぽり抜け落ちているのはなぜで しょうか。条約を根拠にもたない条例は、“欠陥条例”ぁるいは “時代遅れの条例■のそし

りをまぬかれないと思います。パブリック・コメン トや高校生・大学生からの意見聴取等でこの指摘を受けた県は、その後、「社会の一員と

してその人権及び個性を尊重され、子どもにとって最善の利益が考慮される」という案文の文言をあげ、条約も「前提」として検討 したと弁

明し、「Fこれまで、子どもを社会の一員として尊び、よりよい環境の中で育てていくための取組が行われているが、今こそ、その取組を更に

進めていくことが求められているj 旨を追加記載する」ことでこの問題を切 り抜けようとしています。しかし、これは条例案の子ども観が

「 児童の権利宣言」「児童憲章」どまりであり、子どもを〈権利の行使主体〉ととらえる条約の子ども観からはほど遠いことを、かえって実証

するものです。

第二に、これまでの県の条例づくりのプロセスとやり方に問題があります。まず、起案からわずか数カ月で議会にかけるのはあまりに拙速

ではないでしょうか。「外部有識者」か らの意見聴取も「子ども会議」などでの聞き取 りも、内容的な深めがきわめて不十分なものであった

ことが上記第一点目の結果につながっています。県民への提起や周知が徹底しなかったことは、私たちの “寝胃に水”状態や寄せられたパブ

リック・コメン トがわずか 1 0 人 にと どまったことからも推察されます。

実は、そのような限界にもかかわらず、さきの 「外部意見聴取会」や「子ども会議」では権利条約の精神にもかなう注目すべきポイン トが

いくつも出されていたのです （県「意見の概要と整理」）。たとえば、「子どもを権利の主体者として位置づける」「差別がない」「子どもの立

場、子どもの視点で考える」（以上、有識者）、「（大人は）自分の考えを押しつけないで」「私はいつでもあなたの味方だからね （と言われた

らうれしい）」「休みの日などは…そばにいてほ しい」「失敗 しても怒らない」「本当に必要なときだけ手助け して」「悩みを聞いて」「大人と子

どもが力を合わせる方法を考えて欲 しい」（以上、子ども）といった声です。

ところが、こうした大切な指摘がきちんと聞き取 られ案文に盛り込まれることはなく、むしろ県庁内部の意見にそって －てつとり早く一ま

とめ られたことが、経過資料からは見てとれます。まさに聞き取る側の感性と能力と努力が問われる問題であ り、ここでも県の条約理解不足

が災いしていると言わざるをえません。

第三に、子どもの権利をあいまいにした条例は真に子どもを支える力にはならず、いっそう子どもたちを追い込む可能性さえあります。こ

の点での注意と自制も必要です。条約履行についての日本政府の消極姿勢もあって、子どもの権利をめぐる国民的理解と取 り組みは、まだま

だ発展途上にあります。しかし、生命と発達への権利、自分 らしさの権利、休息・余暇・遊びの権利、学ぶ権利、意見表明権、参カロや自治の

権利など、条約は子どもを 一輝かせる”豊かな中身をもっています。「権利」というのは「あればいい」という程度のものではな く、水や空

気、・食べ物と同じく「なくてはならないもの」です。

条例は県内で子ども施策を進める際の基本理念となるものであることはいうまでもありません。と同時に子どもたちの願いに寄り添い、子

どもの権利を保障するために私たちは何をすべきか（何をすべきでないか）を県民みんなが考えられる実践的指標・提言となることが求めら

れています。そ うした意義を持つ条例であるからこそ、権利条約を活かす観点をもつことが不可欠なのです。その意味で、「すべての子ども

がいつも生き生きと輝 く熊本」（制定の趣旨）という美辞は、現実に虐待やいじめ・不登校 （登校拒否を含む）などで苦 しんでいる子どもた

ちを救 うメッセージた りうるどころか、逆にプレッシャーとなるのではないかと心配です。同様に、「肥後っ子の日」というイベン トを増や

す提案についても、手放しでは喜べません。

た しかに、案文には「子どもの最善の利益」、（子どもが）「かけがえのない存在」「安心して育つ」「孤立感をもつことなく…」といった時

代のキーワー ドが含まれているものの、全体としてはまだまだ上から見下ろし、大人が期待する子ども像を押 しつけるような内容が中心とな

っているのです。県の修正案ではさらにその傾向が強まっているとさえ感じます。子どもの声を聞きながら条例の検証・評価にあたる第三者

委員会や審議会、子どもの人権救済のための「オンブズパーソン制度」の設置なども検討されてしかるべきではないでしょうか。

結局、熊本県が成立を急いでいる子ども条例案は、内容的にも手続き的にも見過ごせない大きな問題をかかえており、も し仮に今後さ した

る議論もなくこのまま議会を通るようなことになれば、将来に禍根を残すのではないかと危憤 します。全国注視のなか、県としても県民とし

ても恥ずかしい条例は避けたいものです。専門家や市民グループの力も借り、幅びろく県民が参加 して、根本的な見直しがなされることを切

望いたします。多少時間はかかっても、全国に誇れる、子どもにやさしい子ども条例の完成を願ってやみません。

以上、潮谷先】事と熊本県に再検討を強く要請するとともに、県民のみなさまにもこの間5題への関心と議論をひろげていただきたく、緊急ア

ピールを発表する次第です。 2 0 0 7 年8 月 18 日
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子ども国会－ 4 年目を迎えて

1 ．子ども国会 ：これまでの耕

第 1 国子 ども国会は、「世界 中の子どもに教育を」キ ャンペー ン

の一環 として2 0 0 4 年 に開催 され ました。 このキ ャンペー ンは 、

世界 1 8 0 カ国の N G O や教職員組合がそのネ ッ トワー クを利用 し

て世界中の子どもが質のよい教育を受け られるように世界同時に行

動を起 こすことを目的として 19 9 9 年に設立されたものです。

4 月 2 3 日、2 4 日の 2 日間にわたり開催された子 ども国会には、

全国から 1 1 3 名の子ども達（ 1 3 歳か ら 18 歳）が代々木オリンピッ

ク記念青少年センターと国連大学 に集ま り、

1 ．教育を受けられない世界の子どもたちについて

2 ．日本で教育を受けられない子どもたちについて

3 ．日本の教育の質について ～こんな教育を受けたい！！～

の3 点について、現状、理想、政府に して欲 しいこと、自分達にで

きることに焦点を絞 って話 し合いを行い、意見書を作成 しました。

その後、子 ども達の代表が、2 6 日か ら2 8 日にかけて各党議員

や、文部科学省、外務省などを訪問 して意見書を手渡 しま した。 こ

れに対して、同年 10 月、民主党か ら中間報告 をいただき、これを

踏まえた更なる意見交換をするため、翌年 （2 0 0 5 年） 5 月 12 日、

民主党議員を訪問 しま した。

また、 2 0 0 4 年 1 0 月には、第 1国子ども国会の実行委員として活

動した学生たちが中心となって、第2 国子ども国会実行委員会を設立、

子ども国会は「世界中の子どもに教育を」キャンペー ンか ら独立 し

て引き続き開催されることにな りました。

第 2 国子ども国会は 2 0 0 5 年8 月 2 5 日、2 6 日、代々木オ リンピ

ック記念青少年センターと参議院議員会館、国会議事堂内模擬ホー

ルで開催され、全国から約 10 0 名の中高生が参加 しま した。

テーマは “国際・環境・教育・福祉”で した。国際と教育の分科

会は特に希望者が多 く、2 グループに分かれ、合計6 グループで討

論を行いました。ゲス トスピーカーと しては渋沢寿－さんが参加さ

れま した 。

福祉グループは、（》子 どもが住みやすい社会とは、（a お年寄りが

住みやすい社会 とは、③障がい者が住みやすい社会とは、教育グル

ープは① 日本とぅ毎外における教育の違い、②学校の役割って何 ？、

③エ リー ト教育 ってどうなの ？、国際グループは①戦争と平和、（む

異文化 コミュニ ケー シ ョン、③貧 困 問題 、環境 グルー プ は（D

S T O P ！地球温暖化 、②増え続 けるゴミ、どう処理する ？、③生

態系が危ない ！というテーマに関 して意見をまとめま した。

意見書は、堀内光子 IL O 駐 日代表、アフリカ・ペナン共和国に学

校を建てる活動を行っているゾマホン・ルフィンさん、神本葉恵子

参議院議員（民主党）、福島瑞穂社会民主党党首、日本教職員組合

に手渡 しました。また、 1 2 月には福島社民党党首 と、保坂展人衆

議院議員 （社会民主党）と、子ども議員 による意見交換会が開催さ

ぱ
した。

子どもの権利集約 第 8 9号・ 200 7年 9 月 15 日号

清 水 麻 奈 （子ども国会実行委鼻会代表）

第3 国子ども国会は、2 0 0 6 年 8 月 2 0 日、 2 1 日に約4 0 名の中

高生が参加 して、代々木オリンピック記念青少年センターおよび国

会議事堂模擬ホールで開催されました。

第3 回子ども国会では、 －主張する時代は終わ った－というコンセ

プトに基づき、様々な世代の人・様々な世界の人との対話を実現さ

せ、自分を矢口り、お互いを先Iり、お互いが変わっていこう ！という

ことを目指 して、「対話・人の輪・世界の和～お互いが変わ ってい

くために～」 というテーマを掲げま した。

具体的には、宣言書 に善かれている内容を政策決定時に反映 して

もらうことや、参加者が変化 し成長することを目指 して、対話の要

素をできる限 り取 り入れま した。また、新たな企画 として大人をゲ

ストとして招いて対話の時間を設けました。

参加者は、国際問題と して①マスメディアは戦争をとめられるか、

②本当の国際支援とは ？、（釘憲法 9 条改正、（彰貧困問題、教育間置頁

として⑤エリー ト教育ってどうなの ？について話 し合いを行い、宣

言書 には ア クシ ョン プラ ンをカロえ てよ り具 体的 な 内容 に しま した。

宣言書は、日本教職員組合に手渡 しました。

＜ 第3 回参加者の感想＞

（ 参加分科会 ：エ リー ト教育ってどうなの ？）

私は去年子ども国会に参加 した知 り合いの勧めで、子ども国会に

参カロしま した 。最 初 は緊張 しま したが す ぐにま わ りと仲 良 くな るこ

とが出来 ました。今、なかなか本音で話 し合 う機会が少ないので、

子ども国会で皆と真剣に意見を交わせたことは、私にとってとても

貴重な経験になりました。自分よ り年下の人が多か ったですが、皆

しつかりしていて、ち ゃん と自分の意見をまわ りに伝えていて驚き

ました。普段出会えないような人たちに出会 うことが出来た し、皆

と価値観を共有出来た し、自らの視野も広がりました。今でも連結

を取り合う仲間もいて、いい出会いになったなと思います。皆で行

なったプ レゼン発表は非常にやりがいを感 じた し、プレゼン後に他

の分科会の人たちに「よかったよ」 とほめても らえて、本当に嬉 し

かったです。A O 入試の面接で、子ども国会 について話した ら、大

学教授も非常に興味を持たれていま した。私は子ども国会に参加 し

て本当によか ったと思 っています。皆さんに感謝しています。本当

にあ りが と うご ざい ま した。

（ 参加分科会 ：マスメディアは戦争をとめられるか）

子ども国会に参加 した事で 多 くのものを得 られたと思 っていま

す。今 まで “マスメディアは戦争をとめられるか－という事を考え

る機会がなか ったので自分の意見を出す事も大変だ った し、それに

ついて意見を聞けるもの貴重な経験でした。今回はあまり討論 しあ

う形 にはならなかったので 少 し残念で したが、大人の方を交えて

話した時は違 う視点から意見を聞く事が出来、自分の考えを見直せ

て良か ったです。 1 つの物についての捉え方 は 人によってかなり

違いが生 じる事がわか った し、これか ら 何かを考える時はそれを



考慮 した上で考えていくべきだなと思いま した。話 し合いをするな

かで r自分はマスメディアにはなれないけれど、自分の周 りにいる

人達に伝えるくらいは出来るし、そ うしていくべきではないだろう

かj と思いま した。話 しをしてみると 意外と皆 興味を持って くれ

たので、これから自分 に出来る事を探 して 実行 していこうと思い

ます。普段話 した事のないタイプの子達と接する事が出来たのも！重

しかった し、参加できてホン トに良かったと思 っています。あ りが

とうござ いま した 。

2 ．第 4 国子ども国会

実行委員会のメンバーで話 し合った結果、今年の子ども国会から、

最終 目標を「子ども達の意見が取 り入れられる社会の実現」か ら

「 みんなが ‘豊か”に生きていける未来の実現」に改める ことにし

ました 。

3 回の子 ども国会の開催を通 して子ども達が声を発するだけでな

く、大人との対話、子どもたち同士の対話を通 じて共 に未来を描 く

ことがすべての人々にとっての “豊が ■な世界につながると、実感

したからです。

第4 回子 ども国会は、異なった価値観をもつた仲間が意見を共有

し、共 に考 え る こと ので き る場 を つ くる と い うこ と を 目指 し、「未

来を描 く仲間が出会い共に考える場をつくる～自分にないものを発

見しよう～」をテーマに掲げ、8 月 2 9 日、3 0 日に約 3 0 名の中高校

生が全匡け〕＼ら参加 して、代々木オリンピック記念青少年センターと

衆議院第一議員会館、そ して国会議事堂内模擬ホールで開催されま

した。

子ども達は、国際問題と して（D 考えてみよう 貧困・紛争 みんな

地球で起きている（国際支援、貧困問！誼）、（む本当のことを知ろう。

メディアを通 じて（メディアは戦争をとめ られるか）、教育問題と

して③理想の学校を作ろう ！（い じめ・学級崩壊）、福祉問題と し

て（彰自分 が 親 にな った ら ？ （少 子 化 ・赤 ち やん ポ ス ト）、環 境 間置喜

として⑤も ったいない ！を広めよ う（地球温暖化・ コ三間題）、と

いう5 つの分科会に分かれて、話 し合いを行い、それぞれのテーマ

の現状や理想について子 どもの視点から話 し合い、改善案を考え、

さらに、その理想を実現するために、どのような行動をとるべきか

をアクション・プランとして作成し、宣言書としてまとめました。

宣言書は、8 月3 0 日に国会議事堂内模擬ホールで松木謙公衆議院

議員（民主党）と米長晴信参議院議員（民主党）が見守る中、採択

されました。

また、自民党および民主党議員との意見交換会も予定されています。

＜ 第4 回参加者の感想＞

（ 参加分科会 ：理想の学校を作ろう ！）

今の教育は、大人と子どもの意見がば らばらでまずはお互いの意

見を理解 し合わなければいけないと思いました。今回の「教育」で

話し合 った「学び」も「校則」もお互いが納得 した教育にするため

には行動を起こ し、受け入れるといった一連の作業が必要であると

思いま した。「子どもか らの目線」 とい った一方的な視点からしか

考えていなか った私にとつて、高校生・大人などいろいろな意見が

聞けて、もう一度、教育を見直 していこうと思いました。

（ 参加分科会 ：自分が親 になった ら？）

今回参加 した子ども国会では、今まで自分が参加 してきた大会と

は違って、大人の声が聞けたとい うこともあって自分の意見の参考

にもなった し、改めてこの問題を考えなおすきっかけにもなったの

でよかったと思った。

（ 参加分科会 ：もつたいない ！を広めよう）

今の状況では環境問題についてあまり意識することができないと

思います。環境に対 して意識の持てる施設を国がつくることで、そ

こに足を運んだ人の意識が変わればいいと思います。

3 ．表後に

子 ども匡l会は、子 ども達が社会 に声を届ける場であると同時に、

様々な人が思いを共有できる場でもあります。お互いの意見に耳を

傾けて学び合 うことで、自分にないものに触れ、社会をよ り広く見

られるようにな ります。さらに、対話を重ねて真剣に考えることの

楽しさも感 じることができます。この経験は、共に生きることの大

切さを知 り、豊かな心を持つきっかけになるのではないで しょうか。

子ども国会での出会いを通 して、子どもか ら大人まで、関わるす

べての人々が、心豊かに生きていく第一歩を踏み出してほ しいと願

つています。 （編集 ：森田明彦）

川崎市子ども会議 サポーター養成講座／会議

一 子ども参加の支援者をどう養成 し、支えるか

【 子ども参加支援の新たな課題】

子ども参カロを支える人をファシリテ一夕ー、サポーター、アニメ

一夕ーなどと呼びます。現在の社会はおとな中心で、子 どもが参加

することは決 して容易ではあ りません。そのため、子どもたちが参

加しやすい環境をつくってい くために、支援者は不可欠です。その

支援者をどう養成 し、支えるかが、子ども参カロ支援の新たな課題と

なつています。そこで、川崎市子ども会議サポーター会議を例と し

て、自治体における子ども参加支援者の養成と支援について考えた

いと思います。

安 倍 芳 絵 （早稲田大学）

【 川崎市子ども会議】

2 0 0 0 年 12 月、神奈川県川崎市は、全国に先駆けて川崎市子ど

もの権利に関する条例 （以下 、「条例」）を制定 しま した。「条例」

は、第4 章で「子どもはおとなとともに社会を構成するパー トナー」

と位置づけ、とくに子どもの参加について規定 しています。なかで

も、川崎市子ども会議（以下、川子会）は「子どもの意見表明を支

援し、これを市政へ反映させるため」に設置されたものです （第

3 0 条）。市は多様な子 どもたちの意見が反映されるようにしくみを

整えねばな らず、川子会は「市長、教育委員会および議会に憲

子 どもの権 利条約 第 89 号・ 2 007 年 9 月 15 日号
顎



提出すること」ができます。加えて市は、川子会の 「意見を尊重す

るようつとめる」と規定され、だされた意見を無視できない しくみ

となつているのが特徴です。

川子会 に参カロする子どもの数は、第 1期は 8 1人を数えま したが、

現在 2 5 名であ り、第 1期をピークに減少傾向にあ ります。子どもた

ちはすべて公募で集まっています。

2 0 0 7 年鹿川子会の定例会は、毎月第 1・3 日曜の午前中に川子会

事務室で開催されてお り、エコ・ 学校・福祉の3 つの部会にわかれ

て調査を実施、年度末に市長へ提出する意見をまとめています。川

子会事務室は、2 0 0 3 年 7 月にJ R 南武線津田山駅近くにオープンし

た川崎市子ども夢パークの2 階に設けられています。

【サポーター養成講座】

川子会では、第2 期 （2 0 0 3 年度）より、子どもたちの自主的及び

自発的取組みを支援するサポーターを養成するための講座を実施 し

ています。講座は、「子どもの権利を理解 し、子どもの活動の支援

者と しての資質を高め」ることを目的とし、受講後はサポーターと

して川子会に参加することを期待されています。2 0 0 4 年度までは

1 8 歳以上 3 0 歳末満という年齢制限があ りましたが、2 0 0 6 年度以

降はなくなっています （2 0 0 5 年度 は未実施）。サポーター活動 に

際しては交通費を支給しています。

サポーター養成講座は全 10 固か らなり、条例や子ども参加の意

義、子どもの権利学習の方法、子どもと遊び、子どもとの関係づく

りなどを具体的に学ぶ内容とな つています。応募要件は、サポータ

ー養成講座に全回参加できること、養成講座終了後はサポーター と

して川子会に関われることで、参カロ希望者は4 0 0 字程度の 「応募動

機」を添えて事務局に事前に申 し込むことになつていますが、参加

費は無料です。

【職員による支援のI唄界】

と ころ で、子 ども参カロの 目的 はエ ンパ ワー メ ン トであ りエ ンパ ワ

ーメン トとは、子どもとおとな、子どもと子どもの関係性の中で自

分自身とひいては社会をも変革 していくものです。

自治体の役割はそのプロセスを支えることですが、単発の子ども

参加事業でひとりの子どものエンパワーメン トができました、とは

なりません。また、発言力のある特定の子どもの参加を保障すれば

それで終わりということでもあ りません。そのまちにくらす多様な

子どもたちの参加を促 していくには、支援の継続性が不可欠な要素

とな ります。

子ども参加の継続的支援に関する制度的課題としては、なにより

子ども参加の直接的支援を行政職員が担 っていることが挙げられま

す。通常の仕事に加え、勤務時間外に実施することが多い子 どもた

ちの活動を支えることの負担は少な くありません。また、専門性の

観点からも疑問が残ります。子 ども参カロを支援することは誰にでも

できる ことで はあ りません が 、 フ ァシ リテ ー シ ョンの スキ ルを 有 し

ている職員はほとんどいません。異動の多い自治体職員では支援の

継続性も保障できません。そのため専門的知識をもち子 どもを直接

支援できる者を配置できるよう制度 として保障する ことは不可欠

で、サポーター養成講座はその一例といえます。

【先輩としての参加か らサポーターとしての支えへ】

条例制定前の 19 9 7 年から行われた「川崎市子ども・夢・共和国」

（以下、「夢共」）事業でも高大生のサポーターが存在 しま したが、

彼らと異なるのは養成講座を経てサポーターにな るとい うことで

す。これまで参加 してきた子どもがおとなになり、そのまま先輩と

ぱ
活動に関わることとは意味が違います。つまり子 ども参加を支

子どもの権利条約 第 89号・ 2 007 年 9 月 15 日号

援するサポーターには新たに獲得すべき役割があるからです。

2 0 0 7 年鹿妻成講座では、サポーターと子どもとの 1対 1の関係

はイメージできても、サポーター全体としてどのように動けばいい

のかわか らないという声があ り、「サポーター会議」 を開催するこ

とにな りま した。川子会では当初、子ども会議開催後に任意のサポ

ーター会議が行われていま したが、数が少な くな ったこともあり、

サポーター会議は行われなくな っていました。このことで、サポー

ターがどのように子どもを支えればいいのか、子どもと向き合 う上

での課題について共有し、考える機会 を失 うことにもつながってい

きました。養成講座を受講 してサポーターとして関わるおとなを増

やし、サポーターの多様性を確保することも課5題のひとつです。

【 サポーターの役割とサポーター会議の意義】

加えて、サポーターが事務局の下請けにな らずに、子ども参カロを

支遺するためにも、サポーター同士の自主的な集ま りは必要です。

「 夢共」のサポーターは、その大変さを次のよ うに述べていま した。

「 サポーターという事務局と参カロしている子をつなぐパイプ役は、

かな りむずかしいもので、事務局の考えている方向に参加 している

子をそれとな く導きなが ら、子ども達の意見を強く出さなければな

らない し、その中で私 自身も考え方をしっか りと持 っていないと何

がなんだかわからな くな って しまうほど大変で した。」（『子ども ・

夢・共和国』実行委員会・川崎市教育委員会 川 l崎市子ども・夢 ・

共和国 活動の記録J 19 9 8 年3 月、P．6 4 ）

権利と しての子 ども参カロを支援するサポーターの役割が、「事務

局の考えている方向に参加 している子をそれとなく導く」ことでな

いことは明らかです。川子会は行 i改がお膳立てしたお飾 りの子ども

参加を目指 しているのではあ りません。ときには、子どもの権利の

視点か ら事務局や行 j放と意見が対立することも十分に考えられま

す。そのとき、子どもをどう支え、権利を保障して行くかが問われ

るのですが、これにはサポーター間の共通認識が必要であ り、サポ

ーター会議は重要な意味をもちます。

子ども参加支援にマニュアルはありません。目の前にいる子ども

が違えば必要な支援も変わ ってきます。 とはいえ、わずか 10 回の

講座を終了したサポーターだけが参加を支えていくには不安や戸惑

いもあります。こんな支援でいいのだろうかと行き詰まりを感 じる

こともあ ります。まずは、権利としての子ども参加を保障するため

にも、サポーター全員が自らの支援をふ りかえり、考え、共有する

場が必要です。そ して、養成講座の講師による定期的なメンタリン

クや、2 年目、3 年目のサポーターへの研修、川子会メンバーとの

話し合いなども考えていく必要がありそうです。

子ども参加の成果は目に見えにくいのですが、卒業生がサポータ

ーに加わった川子会は、少 しずつ、活気 を取 り戻 しつつあります。

今後の展開が楽 しみです。

子ども参加者数とサポーター養成講座参加者数の推移

（川子会事務局調／ヾ、2 0 0 7 ）

期 年度 子 どもの数 養 成講座参 カロ者数

2 0 0 1 5 8 人

1 2 0 0 2 8 1人

2 2 0 0 3 4 5 人 4 人

3 2 0 0 4 4 0 人 5 人

4 2 0 0 5 4 6 人 0 （実施 せず）

5 2 0 0 6 2 3 ‾人 1 人

6 2 0 0 7 2 5 人 6 人



ひ と りの ジ ャー ナ リス トと して

一子 ども通信社 V O IC E が与 えて くれたもの、社会 に与 えたもの

子ども通信社∨0 1C E は、 2 0 0 1年の 9 ・ 1 1 テロをきっかけに設

立された子ども記者団体で、子ども達自身が運営 し「声なき声」を

世界へ届ける団体だ。今年 18 歳を迎えV O IC E を卒業するにあた り、

梁田桜子・ 富田頒子 （共に高3 ）が、中学 1年だ った設立当初か ら

今までの活動を振 り返 り、∨0 1C Eで得たものとは何だったのかを話

した。

◆子ども、頑至張る◆

活動はまさに0 からの出発だった。大人の準備 したものではな く、

r 子どもによる子 どものための団体』を今まで運営してきた。「自分

たちの力でやることは責任を持つこととイコールだけど、だからそ

の分何が起こつても納得できた。」と梁 E日は考えている。ただ、活

動をしたいとい う気持ちだけでここまでやってきた。大人 とのやり

取りは大変で、子ども扱いされることもあるが、記事を実際に読ん

でもらえば、－通信社と して扱っても らえる ことはとても嬉 しい。

自分たちが主体となることで、「責任と自発」の気持ちが自然 と身

につき、活動を支える大きな力となった。

◆ジャーナリス ト＝現場主義◆

活動の中での大きなイベ ン トは、長期の休みに行 う取材旅行だ。

普段取材 に迎えない遠い所へ出向き、テーマを定めて集中的に取材

をする。「実際にガマに入 った り地元の人に話を聞くことで、よ り

印象 に残 った。行 って・ 知 って・見て、それから興味を持 った。」

という富田は、今の観光地としての沖縄からは想像出来ない沖縄戦

の悲惨さを学んだ。また、カンボジアヘ行 った梁田にとって、貧困

や暴力、格差などの様々な問題 に耐えながらも生きようとする人々

の姿 が と ても 印象 に 残 って い る。「ス トリー トチ ル ドレン と して暮

らしている子どもたちが『お金ち ょうだい』と寄 ってきたことがシ

ョックだ った。 同 じ子 ども なの に…。」

現地での歴史や現実を目の当た りにし、実際にその環境に身を置

いて話を聞くという行動で、初めてわかった事も多く、やは りジャ

ーナ リス トにとって現場に出向くことは不可欠なのではないかと気

づく事ができた。

◆V O IC E も私もー緒に成長◆

富田は取材中の出来事 から記者 として成長 した。「沖縄戦の こと

をあま り知 らない状態で行ったか ら、新たに知 った事に衝撃を受け

た。もっと知 っていた ら、感 じ方や質問内容が変わ ってた と思う。

それ以来、知 らないことが怖いと思うようになって、取材前に今ま

で以上に下調べするようになったんだ。」

学校や家庭といった小さな世界か ら大きな世界へと目を向けるよ

うになった、と梁田は語る。「視野が広が ったかな。いろんな世界

を見ることができたし、自分の今いる場所だけが世界 じやないって

梁田 桜子（18歳）・富田 頚子（17歳）

実感できた。」人間的にも成長 した場所だった。

また、精神的には根性が鍛えられた。「やると決めたことはやれ

るよ うにな った。今 日までに編集を仕上 げなきやつて。」 と自信 に

あふれる富田。一方、梁田も「私は取材先であま り緊張しなくなっ

た。大人に慣れてちゃんと向き合えるようになったというのもある

し、取材の内容を良 くすることに常 に集中できるよ うになったか

ら。」 と振 り返る 。

◆体！挨力lら知 るメデ ィア リテラ シー◆

実際に取材のすべての行程を自分たちで行っていく中で、情報と

いう物がいかに伝達者の意図で変わって しまうのか、ということを

強く実感 した。富田は∨○】C E の最初の取材、 9・ 1 1テロの時にア

メリカの子どもに電話取材 を行 ったときを回想 してこう言う。「『事

件については興味がないからまわ りの人 とはなさない」 って現地の

ある子が言 っていてびっくりした。だけど、この時∨0 1C Eで はこの

子の意見を採用 しなくて、戦争に反対 している子の意見を記事にし

たんだよね。」そのときの取材メンバーが決めた編集方針では、外

さざるを得なかったのだ。

その後の取材の体験などか らも、メディアを批判的に見ることが

できるようにな った。そのため情報発信側として∨0 1C E の記事は中

立で色々な視点を提供するよ うな記事になるよう心がけてお り、一

つの トピックにも多角的に取材を行っているのは特徴の一つだ。

◆あたたゎlい人、場所◆

「メンバーにはいろんなバ ックグラウン ドをもった人がいて、学

校では矢口ることのできなかっただろう同世代の人たちの姿を矢口るこ

とができたかな。」と梁田。さまざまな個性の固まりの∨0 1C E メン

バー達は、最終的な目標が一緒だからだろうか、たとえ新 しく入っ

た人でもみんな自然と仲良 くなれた。普段は学校では話せないニュ

ースの話題もここでな ら十分議論できる。そんな場所がとても心地

良く、勉強になった。

◆永遠に達成できない◆

∨0 1C Eの 目標は「声なき声」を社会に伝えることだ。その場その

場の取材では、この ことを念頭におきながら、情報を発信 してきた。

しか し吉日］は「この目標は永遠に達成できない。時代が変わっても

常に 「声なき声」は存在するだろうし、それをだれかが伝えなけれ

ばな らないから。」∨0 1C E の活動は社会にとっていつまでも必要と

されるだろうし、この活動はつづけていかなければならない。

◆今後のV O IC Eと私たちの未来◆

1 8 歳までの年齢制限があるため、今年私たちは∨O IC Eを卒業す

る。「活動 してて思 ったのは、子どもの運営する団体とはいえ、

子 どもの権利条約 第 89 号・ 2 007 年 9 月 15 日号

包



人の手を借りなくてはやってこれなか ったというのが現実。だから

私は今度は大人と して∨0 1C E を支える役割を担いたいと思 う。」 と

梁田は考えている。また、V O IC Eの影響もあり、＝人 とも将来はジ

ャーナリス トを目指す。富田は「人の意見を聞 くのが楽 しい。聞い

た意見をもっと他の人に伝えたい。」 と話す。

V O IC E と別れるのは寂 しい。これが本音だ。 しか し、ここで得た

かけがえのない物を手に、将来の夢に向かってこれからもがんばり、

そして、∨0 1C E のさ らなる活躍に期待 し、応援 していこうと思って

いる。

子ども参加型の「亨どもホームページ」づくリ

ー 東京・ 国立市の取 り組 みか ら

東京・国立市では、2 0 0 4 （平成 1 6 ）年8 月か ら「くにたち発こ

どもホームペー ジ」（以下、子どもホームページ）を開設 し、運営

している。この子どもホームページ開設の契機とな ったのは、同市

が2 0 0 3 （平成 15 ）年3 月に策定 した 「子ども総合計画」である。

この計画は、子ども参加の推進や （子どもが）おとなになること

を支えることなどを基本方針 として、子ども主体の施策をまとめた

ものである。そ こで、この計画を策定するプロセスでは、施策の対

象となる子どもとそれを支えるおとなのニーズをふまえるために、

2 0 0 1 （平成 1 3 ）年度から子どもやおとなにアンケー ト調査や ヒ

アリング調査を行 った。そ して、特 に子どものニーズに関しては、

市が公募 した子 どもで構成される「子どもの意見発掘調査隊」（子

ども調査隊）が、市内にでかけ、子どもの意見をヒアリング調査 し、

「 緊急提言 ！！ こんな街に住んでみたいなリス ト」と銘打ってまと

めた。そのリス トには、子どものニーズが大きく6 項目掲 げられて

いる。そ して、その6 項目の うち 2 項目を占めたのが、子 どもの I

T に関するもので、その中に「子ども・わかものがキーワー ドの広

報誌やホームページ」の必要性が唱えられた。そ こで、子ども総合

計画 には、具体的な施策事業 として、「子ども情報ページの開設」

や「子ども参画 による広報誌づ くり」などが掲げられた。そ して、

子どもホームページは、その計画の 「子ども参カロの推進」という基

本方針を実現するための施策として位置づけられた。

この子どもホームページの大きな特徴は、第一 に子どもが遊びや

学びの機会とそれに関する情報を一元化 して提供すること、そ して、

第二は子ども自身がそのような情報について取材などの参カロを通 じ

て収集 し、ホームページヘと反映 していることである。

前者は具体的に、それまで子ども向けの様々なイベン トの情報が、

行i改（主に教育委員会と児童館など）の縦割りによ り異なる媒体を

通じて発信されていることを角牢消するものである。それは、情報の

受け取り手である子どもからわか りづ らいとい う指摘を受けたもの

である。そして、現在、子 どもホームページでは、教育委員．会や児

童館など主催する部署を問わず子ども向けのイベン トを一元化 して

掲載 している。そ して後者は、市内の子どもか ら公募な どで集まっ

た「子どもスタ ッフ」が、月 1 回程度の三一ティンクを行い、子ど

もホームページの内容を検討 していることである。子どもホームペ

ージ開設当初は、 2 名だった子 どもスタ ッフもその後、応募や口コ

ミで広がり増えて、今 日では小・ 中学生 5 ～ 8 名が随時参加 して、

市内の子 どもの遊ぶ場所や学ぶ施設などを取材 し、子どもホームペ

ピ
の内容へ掲載 している。そのような子どもスタッフの活動場所

子どもの権利条約 第 8 9号・ 20 07年 9 月 15 日号

堀 井 雅 道 （早稲田大学大学院）

は、当初は教育委員会 （市役所内）であったが、子どもスタッフが

増えるにつれ手狭になったことから子どもスタッフのための居場所

づくりへもつなが った。すなわち、2 0 0 6 （平成 1 5 ）年度にその

ための予算が計上され、子 どもスタ ッフがミーティングで活動に必

要なもの （机やイス、パソコン等）を決め、市体育館の地下の一室

を間借 りし、そこが活動の拠点となっている。

以上の子どもホームページの とりくみは以下が今後の課題であ

る。第一は、子どもホームページに掲載する内容であ り、さらにい

えば子どものニーズを反映した内容を掲載する必要性である。それ

はこの事業に参加 している子どもスタッフ以外の子 どものニーズを

反映するという意味もある。子どもホームページを構想 しはじめた

当初、子どもが抱える悩みごとなどについて、メールや電子掲示板

などで気軽に相談できる機能も考えていた。メールや電子掲示板だ

からこそ、子どもたちが面 と向かってはいえない 「ホンネ」を打ち

明けてくれると考えたからである。 しかし、折 しも2 0 0 4 年 には長

崎県でインターネ ッ トが一因となる小 6 女児による同級生殺害事件

が発生 し、「電子掲示板」はその問題性と管理が難 しいことから見

送られた。またメールによる相談機能についても、その相談体制が

整っていないため見送 られることにな った。ただ し、子どもスタッ

フの活動への意見などは、いつでも寄せられるように子どもホーム

ページ上に送信フォームを設けている。そこで、今 日いじめや不登

校など様々な問題を抱えている子どもにとっても有意義なホームペ

ージヘと発展するためには、子どもホームページの 「相談」機能も

必要 といえるだろう。そ して第二の課題は、参加の担い手である

「子ども」である。 これは、この子どもホームページに限 らず「子

ども参加」事業全般にいえることだが、子 どもは学年が上がるにつ

れ多忙にな り、それ以外での機会へ参加することが時間的に難 しく

なっていくことである。子どもホームページの子どもスタッフには

中学生も多くお り、彼らは忙 しいながらも割 りと参加 してくれてい

る。それはこの取り組みがおとなか らの「思い」を強制するのでは

なく、子 どものニーズである「遊び」や「楽 しさ」を尊重 したこと

が大きいと思う。子ども参加で重要な 「話 し合い」（ミーテ ィング）

が、子どもにとっても楽 しくなるよう心がけが重要なわけだが、そ

れだけではミーティングが成 り立たない場合もある。行政が主催す

る「子ども参加」実践が、真に子どもの参加を保障するものとして、

子どもにとって意義があるものにするために、その進め方やあ り方

を具体的に考えていくことが必要である。
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北 川 和 彦 （フォーラム実行委鼻長）

「子どもの権利条約 フォーラム」を、 1 1月 1 7・ 1 8 日に長野県で

開催することになりました。

昨今注目を集めているい じめ問題は現在第3 の注 目期 に入り、昨

年は痛まし事件が連続 して報道され、また不登校を含む小中学校の

長期欠席者は全国で7 万人近くに達 しています。

こうした中、県内のチャイル ドライン （ながの、すわ、うえだ）

に寄せ られた子どもたちの電話の件数は7 ，4 9 8 件。多くは、友人関

係、クラブ活動、異性、い じめなど‥‥今の子ども達が人間関係に

悩んでいる姿が見えています。

また、子どもの育ちの中で大切な体験の場 （遊び場）が、長野県

のように自然豊かな地域でも、それほど多 くありません。こうした、

子どもの現状が、幾つも見えてきました。

子どもが安全に、安心 して、楽 しく生活するにはどのようにすれ

●一
＋
ん

l 几

l

ぱ良 い で しょ うか ？

本来子どもは、年齢に応 じてそれぞれが自分の思いや願いを持 っ

ています。

1 9 8 9 年 に国連 で採択 された 「子 どもの権利条 約」（日本 は

1 9 9 4 年批准。世界で 15 8 番目）は、子ども自身の生存・発達・ 参

カロの権利を保障 し、子どもの最善の利益を確保することを宣言して

います。

この条約の趣旨に添 って、 19 9 3 年から全国各地でフォーラムが

行われてきました。今年は、 1 5 回目になります。

このフォーラムでは、子どもをめぐる様々な問題について検討す

るには、まず子 ども自身の思いや願いを聞くことか ら始めたいと思

います。子 どもと大人が共に議論 し、力を出し合い創 り上げて行き

たいと思います。また、長野県の子 どもたちがこの機会に、自分達

の持っているパワーを全開 して欲 しい、そのような願いをもってフ

ォーラムを企画 しました。そ して、この 「子 どもの権利条約フォー

ラム 2 0 0 7 in ながの」がきっかけ作 りとな り「子どもにやさしい

まちづくり」の輪が、大きく広がる事を切に願 っています。

□
○

ーと・‥

宮 澤 節 子 （フォーラム実行委員会事務局）

藤 原 宏 美 （子ども実行委員会サポーター）

＜ 大人実行委員会＞

◇4 月 2 7 日、実行委員会を立ち上げてからこれまでの討議。いじめ、

不登校、学校の現状、環境

実行委員への参加者が増えることで、子どもたちの状況が様々な

実践や活動の専門分野 から話され、問題が提議されま した。遊び

場・居場所について、子育て支援のあり方、障害者の支援、メディ

アの現状。これまで条例がな く、住民運動で青少年の問是副こ取り組

んできた長野県において、タイムリーな話題と して、 1 0 月より施

行が決まった「東御子市の青少年条例」についてのあり方など。会

を重ねるごとに子どもの 目線で、子ども支援が行われていない現状

に気付き、今回のフォーラムの過程での討議の重要性を改めて感 じ

ました 。

◇6 月2 4 日、第4 同実行委員会。実行委員の ∪さんの声から

「＜ 子どもの権利条約 ＞を一人一人がフィール ドバック して、こ

のフォーラムを創り上げながら、常に自分たちが子どもの目線で考

え、子どもの現実との間を埋めて行 く作業が大切なのではないか。」

この声が、大人の目線にな りがちな場面への大きな助言にな りまし

た。「子どもの声」それが、これか らのキーワー ドになりま した。

7 月 2 2 日、第5 回実行委員会。同時進行で行われている、子ども

実行委員会のメンバー 3 名が出席 し、彼 らか ら提案されたテー マ

「 僕たちにも言いたい ことがある」が今回のフ ォー ラムの全体のテ

ーマとして、決定 しました。初めて、子どもと大人が共 に考え合う

場としての委員会にな りま した。

＜ 子ども実行委員会＞

◆子ども実行委員会のはじまり

「子どもたちの声に向き合い、一緒 に進めていきたい。そ して、

子どもたちが一緒に取 り組むことでフォーラム全体が変わる ！」と

いう思いのもと、5 月、身近な大人たちの呼びかけで 「自分の思い

を話すことができそう」「楽 しそう」 と5 人の子どもたちが集まりま

した。「子どもの権利条約」を先］っている子も、初めて聞いたとい

う子も、まずは、今 自分たちが考えていること・感 じていることを

出し合 ってみよう ！と話 し合いま した。学校のこと・先生のこと ・

子どもの居場所・ 自分の住む地域について・ 。たくさんの話が

出て くる中、子 どもたちの思いは一貫 して、「大人とち やんと話を

したい」「自分の気持ちをぶつけてみたい ！」と言うことでした。

また、フォーラムに向けて、仲間を増や していこうと、記者会見

やチラシ等で呼びかけも行いました。そのとき、ただ「子どもの権

利」と呼びかけても、堅いし、楽しくなさそうということから、「僕ら

にだって言いたいことがある ！」を全面に打ち出し募集を行いま し

た。これが今回のフォーラムの全体テーマにもつながりました。

クラブやテス ト等で忙 しい子 どもたち。夏休みに一気にやって し

まおう ！と夏合宿の計画が始まりました。

◆夏合宿 ！堅い話ばか りじやね・・・。楽しみなが ら真剣に。

5 月からは、月に 1度の実行委員会。でも、せっかく集まった仲

問たちともっと仲

良くな りた い し、

楽しい こと もや り

たいことも全部や

つち やお う ！と計

画を立て始めま し

た。まずは、みん

なで泊まつて、花

火と、流 しそうめ

群 ‥′′．、≒萎ヨ



んと・ 。 あ、

フォーラムの打ち

合わせはいつやる

の・・ ・ ？楽 しい

ことを自分たちで

企画するとき、、子

どもたちはイキイ

キ、アイ デ ィアも

たくさん出てきま

す。それをみてい

る大人は、遊び8 0 ％の内容に、i転せり半分・ ドキ ドキわくわくです。

－ そ して当日。子 どもたちのパワーは爆発 しま した。交流をと

おしてお互いの関係作 りができた子どもたち。 自分の意見を積極的

に話 し合い、フォーラムの子ども実行委異会担当の分科会は、この

ような2 つ のテーマにしぼられま した。

「こないだ親に怒 られたけどさ、ウチの言い分も聞いてよ～ ！」

「 先生もそうだよね」「大人 ってウチらの気持ち分かってくれないよ

ね～」（一分科会 こんな気持ち知 ってる ？～子どもと大人の本音

～）「でも、そういうのって子ども同士でもあるよね」「い じめとか

ね」「友だちもい じめにあってる らしいけど、誰にも相談できない

みたいなんだよね」「そ ういうの言えるところ、ないんだよね」

（ 一一分科会 掲示板キタ～！！言えないことも言っちやえる～いじめ～）

◆フォーラムに向lナて～子どもと大人の関わ り～

現在、子 ども実行委員は、高校生7 名中学生2 名小学生2 名の計

1 1名。口コミで徐々に参カロ者も増えています。子 どもたちは、み

んなが意見を出 し合い、それに耳を傾け、そして何より楽 しみなが

ら計画を立てています。

私たち大人は、ともすると口出 ししたくなったり、あせってみた

り。でも、子どもたちは驚きのアイディアとパワーを持っています。

それが発揮できるよう、私たちは寄り添いなが ら行 っていけた ら、

と考えます。 1 1月の フォーラムまで、あとわずか。子どもも、大

人もー緒に考え、一緒に進む。そんなまちを目指 して、また一歩踏

み出 していきたいと思います。

＜ 全体会・シンポジウムは －こんなまちに住みたい－＞

第4 回実行委鼻会では、実行委員参加の内田宏明氏 （社会福祉士）

から子どもの現状の話を聞く機会を得ました。権利条約の中で、参

カロの権利 （意見表明権）が大切なのではとの、提議があ りました。

大人が捕 らえた子どもの想いと子ども自身の想いとの間に大きな差

があり、子どもの施策が大人の理解のもとに作 られてい くのでは、

あまり意味がないのでは・ ・ こうしたことが話 し合われた中で

「 フォーラム in ながの」ので取り上げる今回の全体会のシンポジウ

ムのテーマに移 りました。初めて参カロした半田君が、4 年前の自分

たちの居場所 「C H U K O U らん どチノチノ」の取 り組みについての

体験談を語 ってくれま した。（当時、諏訪地域には児童館がありま

せんで した）開設にあたって募集で集まった建設委員会の子どもた

ち（半田君参加）、大人のサポー ト委員会、市の行政が、多く意見

交換を重ね開設。その後子どもの運営委員会の下に運営されている

中高生の居場所。初代運営委員長の彼がこんなことを言いました。

「 僕たち子どもの意見を、行政・大人のひとが聞いてくれた ！」 こ

のことばの持つ意味に焦点を当てることに決ま りま した。今回はこ

の取 り組みの事例を通 して、子どもたちの意見、想いが大切にされ

てこそ、子どもにやさしい、子どもと大人のパー トナーシップのま

ちづ くりが、今いかに重要なのか。「僕 らにも言いたいことがある」

シンポジウムのテーマ 「こんなまちに住みたい」是非、参加者全員

参加での討議を行いたいと願っています。各地からの声を、この場

でお聞かせ下さい。参カロ、お待ち しています ！

』ゝ
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＜ 分科会は参加団体による多角的な内容＞

フォーラム2 日目の 1 8 日の午前中は、フォーラム参加団体が、下

記表の とおり、様々な分科会を予定 しています。興味のある分科会

にご参カロいただけます。

竿板吉三三志 芸；）ヰ‾”き 言えないことも育っちゃえる ∴ ●いじめっ

「い じめ」 って聞いてあなたは何 を考える ？

身近にある 「い じめ」 について、あなたの思い をぶつ けてみ よう。子ども同士

だか ぢヾ言えない ことも吉 っち ゃえる。（ただ今掲 示板作成中）

こんな気持ち知ってる？一子どもと大人の本書－ （子ども・大人 各 15 人）

親と子ども、先生 と生徒 。お互いた くさん伝えたいことがあるはず。まず は、

ワークシ ョップで大人は子ども、子どもは大人の立場で話 してみよ う。そ してt

お互いの本音をぶつけてみま しょう。

「 子 どもの権利集約」 一入門ワーク ショップー （子 ども・大人）

「子どもの権利 ってなに ？条約は ？」ゲームなどを しなが ら楽 しく学びます。

こんなまち に住 みたい （大人）

・あ なたの町では子 どもの声が ‘まちづ くり’に生かされていますか ？

・ どうやって子 どもの参カロを支えてい くのか、事例を見なが ら考えま しょう。

・ 「子 どもの権利条例」 ってなに ？必要なの ？

みんなち が うん だね －しょうが いのある子 ども と地 域で くらす － （高校生

～大人 2 0 ～3 0 人）

・ しょうがいのある子どもたちは どこでくらしているの。どんな事を望んでい

るの か。困っていることは何 だろう。どんな 関わりや支 えができ るの かな。

・地域の学校、養護学校での生活の レポー トから。

・街の 中での居場所づ くりを目指 して 「ぽっけのおうち」 からの レポー ト。

耳を傾 けることか らはじめよう一子 どもの 頃のウクワクを忘れないぞ ！一

（大人）

大人のあなた自身が、充実した人生を送っていれば、子供にだって大きな気

持で関われるはず。子供の可能性を、大人の勝手な判断で摘み取るのではなく、

子供の わくわくする、大好きな ことをたくさん認 めてあげま しょう。そ してあ

なた 自身 のワクワクする ことを思い 出し、人生 にと りいれる、そんなワークを

行い ます。

子どもの人権一今、学校・家庭・地域で－ （大人2 5 人）

い じめ、不登校の原因を他に求めるのではなく、学校・家庭・地域で、子ど

もと関わる大人が自らの子どもに対する見方、対処を謙虚な姿勢で見直す必要

があ るのではないで しょうか。その手 がかり・と して、守 られるべき 「子どもの

人権」 とは何 か一緒 に考 えてみません か。 ワークシ ョップ

インターネッ トと携帯電話 と子 どもたち－ネ ッ トの闇か ら子 ども を守 りたい －

（大人）

私達 の生活 に突然 入 り込んで きたインターネ ッ トや携帯電話 。「ネ ッ トって子

どもにとってど うなの ？」と思 つて おられ る方 も多いで しょう。まずはひか り

の部分 だけでな く、子 どもたちを取 り巻 く闇の現実を分 かりやすく解説 します。

その上 で、これか らど うした らいいの かを一緒 に考 えていきま しょう。これは

緊急 課 定頁で す 。

子ども達の身近 で自由に遊べ る場 をつ くろう ー公 園とプレイパー クー

（子ども 大人）

子 ども達 には 、自由にのびの び遊ばせたい 、誰 もがそ う願 うと思 いますが、

現実 は身近 で自由に遊べ る場所 は少な くな っています。

子 どもたちにと ってあそぴとは ？どんな遊 び場 ？子 どもたちの声を聴 きなが

ら、夢の公 園 （プレイパ ーク）をみんなで描 いてみ ませんか。

アフリカの小さな国 一マラウ イの村の子 どもたち－ （子 ども・大人）

アフリカの南部にある小さな国マ ラウイ。電気 も水道 もない小 さな村 に私 が
8 ケ月間暮 らし、そ こで実際に見たマ ラウイの子どもたちの生活、遊 び、学 校

の様子 を通 して 、アフリカの子 どもたちがもつ人権 について考えます。

C A P ワーク シ ョップ （小 3 ～6 年親子2 0 組・ ワークシ ョップは別々 に行 い

ます）・一般

「子 ど もが暴 力か ら自分を守 る ため の教育 プ ロ グラム」 C A P とはC h ild

A s s a u 托 P「eve n tio n（子 どもへの暴力防止）の略。子どもも大人も 自分 と他

人の人権の大切 さを学び 、子 どもの 自信 と勇気 を引き出すため に学び合います。

子ども に優 しい環境づ くり （子 ども・大人）

子 どもにとって大切な環境 とは何かを一緒 に考えあいます。

・子どもたちに伝えたい、諏訪の里山、霧が峰など自然についてのお話

・循環型社会の大切さ ！ 「ペットボ トル物語」人形劇上演

・ シポジウム形式

子ども支援力をU P す る－受けそこねた大人のための性の学習講座－ （大人

2 0 ～2 6 人 ）

思春期の リスクに向けた広い意味での性を学習 し、 自尊感情 を引き出す性の

しつ けについて体験を共有 します。

親支援プログラムーいきいき子育て親の背中－ （大人）
自信 をもって子育 て しにくい世の中 にな っています。 しか し、子 どもはいつ

の時代でも親の背中をみて育っていきます。子育てに完全な親はいませんが親

自身が 自らを育 てなが ら生き生きと子育て に関われば、き っと子 どもにその姿

が伝わ り、楽 しい育児 ができるものと確信 しています。親 同士 が互い にサ ポー

トしあえる 関係作 りを考えたいと思います。 N P プロ グラム （カナ タ生 まれの

耕支援 プログラム ＝完 璧な親はい ません。）を体験 しなが ら、親 の背中につ い

て一緒 に考えてみませんか。



広島市「子どもの権利に関する条例」

－ 2008年度制定 を目指す

上 野 和 子（ひろしまチャイルドライン子どもステーション）

2 0 0 5 年 1 1月に広島市で起きた木下あいりち やん殺人事件。広

島市では、この事件が、「子 どもの権利に関する条例制定」作 りの

きっかけになり、制定を目指 して具体的に動き始めま した。

広島市議会の動き

昨年度は、特別委員会と して、数箇所に視察に行き、制定の下地

となる報告書を作成 しま した。2 0 0 7 年 2 月 5 日の議会で、「子 ども

の権利条例」制定についての質問が行われ、秋葉忠利市長は、「遅

くない時期に制定すべく、有識者等による検討会議を設置 し、進め

てい く」 と答弁 しま した 。

広島市の動き

2 0 0 7 年7 月「子どもに関する権利条例制定検討会議」を組織す

ることを発表 しま した。会議は 10 人の委員で構成され、その内訳

は、有識者8 人、公募による一般市民2 人となっています。検討会

議は、来年3 月までに4 同行われる予定です。

市民の動き

「子どもの権利条例研究会」を弁護士、大学教授、民生委員、

N P O 法人などの団体、大学院生などの参画で、2 年半前に立ち上げ、

月に1 回のペースで各地の条例を読み合わせ、具体的に していくた

めの準備を してきました。

「研究会」では、9 月2 1 日にこれまでの活動報告を行い、子ども

の現場か ら、権利侵害の事例報告をし、広く市民 に権利条例制定の

必然性を訴えます。

また、広島弁護士会は「子 どもの権利委員会」を中心に、学習会

を重ねてきました。2 0 0 7 年 1 0 月 1 2 日、中国地方弁護士連合会で

は、当ネッ トワークの喜多明人代表のご講演をいただき、シンポジ

ウムを行い、空白の中国地方 に、条例制定の動きを促 したいとして

います。

条例制定に関 して、議会、行政、市民の連携が、これか ら本格的

に始ま ります。その中で、もっとも大事なことは、子どもの参画を

どう作っていくかということです。広島市は、設置する検討会議に、

子どもの意見を反映させるべ く、「子ども委員会」の設置を検討中

であると しています。いずれにしても、当事者である「子ども」の

意見をしっか り取 り入れ、国際平和都市広島 らしい条例制定を目指

し、三位一体となって、英矢口を結集 した条例制定を期待 しています。

、来る 10 月 1 2 日（金）午前 10 時から 12 時まで、広島市中区の

リーガロイヤルホテル広島で、中国地方弁護士会連合会主催のシ

ンポジウム「子どもの権利条例の制定をめざして」が開催されま

す。喜多明人さんによる基調講演のあと、喜多さん、川崎市市民

局長の小宮山健治さん、弁護士の瀬戸則夫さんによるパネルデイ

スカッションが行われます。入場無料です。ぜひご参カロください。

子ども支援をテーマに子ども施策交流

－ 6 年目を迎える「全国自治体シンポ」

10 月 2 6 －2 7 日、愛知県高浜市で開催

今年の 10 月2 6 －2 7 日に、愛知県高浜市において、「子ども支援と

子ども施策のこれから」を全体テーマに して、「地方自治と子ども施

策」全国自治体シンポジウム （以下「全国自治体シンポ）という）が

開催される。主催は、「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジ

ウム実行委員会（自治体実行委員と呼びかけ団体である子どもの権利

条約総合研究所研究員を持って構成）であり、高浜市、高浜市教育委

員会が開催本部自治体を担当する。この全国自治体シンポは、子ども

を取り巻 く厳しい状況のなか、地方自治のもとで地域から子どもを支

援していく子ども施策・事業のあり方やまちづくりの展望を見出すた

めに、2 0 0 2 年から毎年開催され、今年で6 年目を迎える。全 国自治

体シンポの開催自治体と全体テーマは以下のとおり。

喜 多 明 人 （早稲田大学）

全国自治体シンポの開催自治体・ 全体テーマ・ 記録掲載紙

0 2 0 0 2 年 川西市 「子ども条例の意義、制定、実施の課題」

報告資料集および子どもの権利条約総合研究所編 r子どもの権

利研究」2 弓 （日本評論社）参照

0 2 0 0 3 年 川崎市 「子どもにやさ しい自治体戦略」

報告資料集および F子どもの権利研究J 4 号参照

0 2 0 0 4 年 多治見市 「子ども参加型まちづくり」

報告資料集および r子どもの権利研究j 6 号参照

0 2 0 0 5 年 市川市 「子どもの安心と安全のまちづくり」

報告資料集および『子どもの権利研究」8 号参照 ■

0 2 0 0 6 年 志免町 「子どもにやさしいまちづくりとその連携」

報告資料集および r子どもの権利研究j lO 号参照

』
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この全国自治体シンポの5 年間は、各地で多様 に展開されている

子ども施策について、その経験・情報の交流や意見交換を行い、今

を生きる子どもに対する支援の重要性を確認 し、そのあり方を探る

ことをねらいとして開催されてきたといえる。そのなかで 6 年 目を

向かえる今年のシンポでは、子育て支援施策の充実を図るとともに、

子育ちを支援すること、子 どもが自己肯定感・ 自尊感情を高め、工

ンパワメン トしていくために欠かせない子ども支援策を創造 し推進 し

ていくための視点や手法を具体化 していくことを目的に している。

今 日とくに「いじめ自殺」の連鎖などに象徴されるように、子ど

もの安心・安全が脅かされる事件が社会問題になるなかで、子ども

たちの自己肯定感・ 自尊感情が低下 し続けていることは危機的な状

況である。そのような問題状況をふまえて、各地の自治体では、子

どもの相談・救済、子ども参カロ、子どもの居場所づくり、あるいは

子育て支援に関する施策など、多様な取り組みを精力的に進めてい

る。その流れのなかで「子ども（の権利に関する）条例」づくりも各

地で展開され、また子どもを含む市民の参加と協働の経験も蓄積さ

れてきている。他方で昨今の自治体における厳 しい財政状況のなか

で、子ども施策の効果的な推進、あるいは中長期的な展望のなかで

の子ども施策の展開など、柔軟な対応も必要にな っている。そうし

た各自治体の創意工夫、子ども支援のための多様な子ども施策の展

開の現段階を究］る機会として、多 くの 自治体関係者、市民・ N P O

関係者、議会関係者などの積極的な参加が期待される。

「 子ども支援と相談・救済活動」をテーマに全体シンポジウム

第 1 日目 （1 0 月 2 6 日午後 1 時半～）が 「現代の子 ども支援 と相

談・救済活動」をテーマに全体シンポジウム （コーディネーター

吉田恒雄＝駿河台大学・半田勝久＝東京成徳大学）が開催され、以

下の4 名の提案が予定されています。

1 子どもの権利擁護と子ども支援－「い じめ」問題を中心に一

中谷 茂－（埼玉県子どもの権利擁護委員会 聖学院大学）

2 子どもの居場所づくりと相談・救済

西野 博之（川崎市子ども夢パーク フリースペースえん）

3 児童相談所における 「児童虐待」対応と子ども支援

Jll松 亮（東京都北児童相談所）

4 子どもの安心・救済と自己肯定感

内田塔子 （子どもの権利条約総合研究所 東洋大学）

韓国政府機関「子どもの権利モニタリングセンター」所長の

特別講演

なお、当日の午後5 時か らは、韓匡l・保健福祉院 ：子どもの権利

モニタリンクセンター所長の金勝権氏が「子ども施策の評価 と子ど

も支援」と題する特別講演が行われる。

韓匡卜 保健福祉院には、近年、子 どもの権利に関するモニタ リン

クセンターが設置され、そ こで子どもの権利の視点にた った子ども

i 牧策の評価・検証、とくにその検証結果としての韓国による国連子

どもの権利委員会への政府報告がまとめられる予定である。講演で

は、金勝権所長が幸寺国で取 り組んでいる子 どもの権利に関する政

策・施策の評価・検証事業の現状、そのほかの子ども支援に関する

韓匡lの取 り組みについて報告される。

職員石刑彦で「子どもとともに学ぶ子ども参加支援」のワーク

ショップ

第2 日目の分科会 （午前 10 時－3 時）では、従来の方式による子

ども支援関連分科会のほか、自治体シンポでは、は じめて子どもに

よる企画運営型の「職員研修」分科会（第3 分科会）が設定されて

いる ことに注 目 したい。

第1分科会

第2 分科会

第3 分科会

第4分科会

第5分科会

第6 分科会

子どもの相談・救済

子どもの居場所づくり－「すき間・たまり場・逃げ場」

子どもとともに学ぶ子ども参カロ支援

一相互理解ワークショップ～子どもとおとなの井戸端会議一

子ども条例の制定・実施

子ども計画の実施 と新 しい課題

ともに創る子ども施策一市民、大学との協働

なお、参カロ費は、 2 ．0 0 0 円 （当日の資料代と して）、申し込みそ

の他の問い合わせは、開催本部事務局へ （〒4 4 4 －13 9 8 愛知県

高浜市青木町4 丁目 1番地2 ＝高浜市こども未来部こども育成グルー

プ（担当 ：都築） 電話 ：0 5 6 6 －5 2 －1 1 1 1（内線3 6 3 ）
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子どもの権利条約ネ ッ トワーク主催

ヲヲ参り早口参 包㊥◎曾⑯鵡 向

毎年ご好評をいただいているファシリテ一夕一義成講座を今年も以下の要領で開催 します。

ワー ク シ ョップ を通 して 、 フ ァシ リテ一 夕ー と して のス キル を身 につ ける と とも に、

子どもの権利に対する理解を深め、子どもの権利を尊重する支援者の役割やあり方を考

えます。

すで にフ ァシ リテ一 夕ー と して ご活 躍の 方も 、 これか ら ファシ リテ一 夕ー と して活 動

を希望される方も、この機会にぜひご参カロください ！お待ちしています ！！

く日時〉 2 0 0 7 年 1 0 月2 7 日 （土）9 ：3 0 ～ 1 5 ：3 0 （ 1 2 ：0 0 ～ 1 3 ：0 0 休 憩 ）

く会場〉 早稲田大学文学部キャンパス

く参加費〉一般 おとな2 ．0 0 0 円／学生

会員 おとな 1，5 0 0 円／学生

※当日受付でお支払ください。

文学部第5 会議室

子 ども（18 歳未満） 1，5 0 0 円

・ 子ども無料

※受付で入会できます。

くお申 し込み・ お問い合わせ〉

※資料・会場などの準備があるので、事前申 し込みをお願いします。

申 し込み〆切・・・ 1 0 月 1 8 日（木） 1 2 ：0 0 マデ

【 子どもの権利条約ネ ットワーク】 T E L／F A X O3－3724－5650
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★発行人 喜 多 明 人

★編集人 岸 畑 直 美

★年会費 5 0 0 0 円 学生 3 0 0 0 円

1 8 歳未満 10 0 0 円

定 期 購 書売 4 0 0 0 円
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